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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

法 要 の 様 子

ク  ル  マ  エ  ビ  へ  の 感 謝 と 地 域 発 展 誓 う

る の が え び 供 養 祭 だ 。山 口 観 光 コ ン ベ ン シ ョン 協 会 秋 穂 支 部 に よ って 、 今 年 は

1 1月 ７ 日 に

行 わ れ た 。 毎 年 、 地 元の 寺 で 法 要 が 行 わ れ 、園 児 ら が ク ル マ エ ビ を海 に 放 流 す る 。　
萩 市 出 身 の 農 学 博

士 ・ 藤 永 元 作 さ ん が １９ ６ ３ 年 に 世 界 で 初 めて ク ル マ エ ビ の 養 殖 事業 に 成 功 し た こ と から 、 研 究 拠 点 の 秋 穂 は
「 ク ル マ エ ビ 養 殖 発 祥

の 地 」 と さ れ て い る 。

　
昔 か ら エ ビ 漁 が 盛 ん

で 、  「 あ い お え び 狩 り世 界 選 手 権 」 が 人 気 を博 す な ど 、  〝 え び の町 〞 と し て 発 展 し て きた 秋 穂 。 町 お こ し に 貢献 し た エ ビ に 感 謝 を ささ げ る と と も に 、 地 域の 発 展 を 誓 っ て 行 わ れ
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秋 穂

　 「 ク ル マ エ ビ 養 殖 発 祥 の 地 」 と し て 知 ら れ る山 口 市 秋 穂 。 毎 年 秋 に 「 え び 供 養 祭 」 が 行 われ 、 今 年 で

2 5回 目 を 迎 え た 。

上 野 千 鶴 子 さ ん

に 続 き 、 午 前

1 0時

2 0分 か

ら 上 野 千 鶴 子 さ ん に よ る基 調 講 演 「 こ ん な 世 の 中に 誰 が し た ？ 〜 ご め ん なさ い と 言 わ な く て も す む社 会 を 手 渡 す た め に 」  。こ の 演 題 は 、 今 年 １ 月 に発 行 さ れ た 上 野 さ ん の 著書 の タ イ ト ル 。  「 仕 事 」
「 結 婚 」  「 教 育 」  「 老 後 」

と 、 ス テ ー ジ ご と に 社 会と 人 生 を 問 う 全 ４ 章 か らな っ て お り 、  「 同 書 に 込め た 思 い な ど を 、 直 接 聞く こ と が で き る と 思 う 」と 主 催 者 。 講 演 後 に は 質疑 応 答 の 時 間 も 設 け ら れる 。　
上 野 さ ん は 、 １ ９ ４ ８

年 富 山 県 生 ま れ の 社 会 学者 。 ２ ０ ２ １ 年 ３ 月 に 東京 大 学 教 授 を 退 職 し 名 誉教 授 に 。 現 在 は 、 認 定 Ｎ

リ エ ン テ 山 口 （ 県 婦 人 教育 文 化 会 館 、 山 口 市 湯 田温 泉 ５ ） で 、 時 間 は 午 前
1 0時 か ら 午 後 ３ 時 半 ま

で 。 や ま ぐ ち ネ ッ ト ワ ーク エ コ ー （ 西 山 香 代 子 代表 、

０ ９ ０

－

１ ３ ３ ８

－

２ ０ ５ ８ ） の 主 催 。 参
加 費 は ３ ０ ０ 円 。　

人 生 １ ０ ０ 年 時 代 か つ
人 口 減 少 社 会 に お い て 、各 世 代 毎 に 抱 え る 課 題 は多 様 だ 。 そ こ で 、  「 仕 事 ・結 婚 ・ 子 育 て 」  「 学 習 」「 老 後 」 と 、 人 生 の ス テー ジ ご と の 課 題 解 決 に つい て 話 し 合 い 、 世 代 を 超え て つ な が る 事 業 を 推 進す る リ ー ダ ー を 養 成 し よう と 開 か れ る 。　

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 等

　 「 どう 拓 く新 た な時 代 ！〜 地 域を 動 かし 未 来を つ くる 」 をテ ー マに し た学 習 会が 、

1 2

月 １ 日（ 日 ）  に開 か れる 。 会場 は カ

Ｐ Ｏ 法 人 ウ ィ メ ン ズ ア クシ ョ ン ネ ッ ト ワ ー ク （ ＷＡ Ｎ ） 理 事 長 と し て 活 動し て い る 。 今 年 ４ 月 に は米 「 タ イ ム 」 誌 の 「 世 界で 最 も 影 響 力 の あ る １ ００ 人 」 に も 選 出 さ れ た 。ベ ス ト セ ラ ー に も な っ た
「 お ひ と り さ ま の 老 後 」（ 文 春 文 庫 ） や 「 在 宅 ひ

と り 死 の ス ス メ 」  （ 文 春新 書 ） な ど 、 著 書 多 数 。　
午 後 か ら は 、 課 題 解 決

の た め の ワ ー ク シ ョ ップ 。 テ ー マ に 、  「 人 を つな ぐ 居 場 所 づ く り 」  「 地域 づ く り に 女 性 の 視 点を 」  「 災 害 時 の 多 様 性
（ 子 ど も 、 高 齢 者 、 障 が

い 者 、 外 国 人 等 ） を 考 える 」  「 安 心 し て 子 育 て がで き る 働 き 方 を す る には 」 な ど の ７ 項 目 を 事 前に 用 意 。  「 そ の 他 （ 参 加者 か ら の 提 案 テ ー マ ）  」

も 含 め て 、 自 分 が 感 じ てい る 地 域 課 題 を 一 つ 選び 、 同 テ ー マ を 選 ん だ 人同 士 で グ ル ー プ を つ くる 。 各 グ ル ー プ で は 、 課題 解 決 に 向 け た 事 業 企 画を 立 案 ・ 発 表 。 全 グ ル ープ の 発 表 終 了 後 に は 、 上野 さ ん に よ る 総 括 も さ れる 。　
午 前 と 午 後 、 ど ち ら か

一 方 だ け の 参 加 も 可 能 。希 望 者 は 、 同 団 体 （

０

８ ３

－

９ ２ ３

－

９ ８ ３

３ 、

v-
ka

yo
@c-a

ble.

ne.jp

） へ 、 申 し 込 み フ ォ

ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ）  、 フ ァ ク ス 、 メ ー ルの い ず れ か で 、 名 前 、 住所 、 電 話 番 号 、 参 加 時 間帯 （ 午 前 ・ 午 後 ） を 伝 え

上 野 千 鶴 子 さ ん の 講 演 な ど

学 習 会 「 ど う 拓 く 新 た な 時 代 ！ 」
1 2月 １ 日

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

る 。 締 め切 り は

1 5

日  （ 金 ）  。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ご め ん ね 、  青 年 よ

一 般 投 票 も 呼 び か け ら れ る（ 写 真 は 昨 年 ）

う 、 と ガ ス レ ン ジ に 鍋 を か け た が ガ スが つ か な い 。 点 火 し な い 。 う っ す ら とガ ス 臭 い 。 嫌 だ 、 な ん で こ う な る の 。　
こ の 間 は 洗 濯 機 が 動 か な く な っ た

（ 修 理 し た ）  。 三 十 年 以 上 使 用 し て い る
ク ー ラ ー は 順 調 に 動 い て い る の に 、 十年 し か 使 っ て い な い ク ー ラ ー が 止 ま った （ 買 い 替 え た ）  。 風 呂 場 の 換 気 扇 を新 し い の に 取 り 換 え た 。 充 電 式 の 掃 除機 の 力 が 弱 く な っ た 。 い つ か 吸 い 込 まな く な る だ ろ う 。 怖 い な ぁ 。　

ガ ス で あ る 。 ガ ス 会 社 に 電 話 し た
ら 、 す ぐ に 今 話 題 の 大 谷 選 手 に 似 た 、

　
食 欲 の 秋 到 来 。 な ん に も

し な い の に 、 お 腹 は 空 く 。夏 の 残 り の 素 麺 を 食 べ よ

爽 や か な 青 年 が 来 て く れ た 。  「 電 池で す 」  「 え っ 」  「 電 池 あ り ま す か 」  。差 し 出 し た 。 青 年 サ ッ と 入 れ る 。 すぐ に 青 い 炎 が パ ッ ！

　
ご め ん な さ

い 、 青 年 。 電 池 ご と き で 呼 び つ けて 。 な ん と い う 私 は 頓 馬 な ん だ ろう 。　
で も ね 、 一 カ 月 前 、 ガ ス レ ン ジ の

電 池 切 れ の ラ ン プ が 赤 く 点 滅 し て いた の で 替 え た の よ 。 だ け ど 、 買 い 置き の 電 池 が 一 個 し か な か っ た の で 片方 だ け 替 え た ・ ・ ・ 。　
青 年 よ 、 ガ ス レ ン ジ ピ カ ピ カ だ っ

た で し ょ 。 朝 か ら 汚 れ の こ び り つ いた ガ ス レ ン ジ の 掃 除 を 全 力 で し た んで す 。 包 丁 で 削 っ た り 、 薬 剤 を 使 った り 。 ピ カ ピ カ に し た の よ 。　
ご め ん な さ い ね 。 優 し い 青 年 よ 。

 １ 行 記 事　 維 新 百 年 記 念 公 園 （ 山 口 市 維 新 公 園 ３ ） の シ ン ボ ル ・ メ タ セ コ イ ア 並 木 が 紅 葉 の 時 期 を 迎 え る 。 今 月 中 ・ 下 旬 か ら １ ２ 月 上 旬 に か け て が 見 ご ろ で 、 そ の 後 落 葉 。

　
「 や ま ぐ ち 街 な か 大

学 」  （ 廣 中 平 祐 名 誉 学長 ） が 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 後期 講 座 を 開 講 中 。 カ リ キュ ラ ム に は 、 ① ゼ ミ ② 研究 会 ③ 講 座 ④ イ ベ ン ト ⑤特 別 講 座 の ５ ジ ャ ン ル があ り 、 一 部 を 除 き 受 講 は無 料 。 テ ー マ （ 名 称 ）  ・講 師 （ 学 級 委 員 ・ コ ー ディ ネ ー タ ー ）  ・ 次 回 開 催日 時 ・ 会 場 は 次 の 通 り 。　
① ゼ ミ ＝ 「 ま ち の 未

来 ・ イ メ ー ジ 工 房 」  ・ 前田 哲 男 さ ん ・

1 1月 午 後 ２

時 〜 ３ 時 半 （ 開 催 日 未定 ）  ・ 小 郡 地 域 交 流 セ ンタ ー （ 山 口 市 小 郡 下 郷 ）　
② 研 究 会 ＝ 「 シ ベ リ

ア ・ シ リ ー ズ 研 究 会 」  ・藤 川 哲 さ ん ・

1 6日  （ 土 ）  午

前

1 0時 〜

1 1時 半 ・ 山 口 ふ

る さ と 伝 承 総 合 セ ン タ ー
（ 山 口 市 下 竪 小 路 ） ▽「 シ ニ ア 生 活 の 整 理 を 考

え る 勉 強 会 」  ・ 矢 吹 信 子さ ん と 湯 上 み ど り さ ん ・
2 5年 １ 月

2 6日  （ 日 ）  午 前 ９

時 半 〜

1 1時 半 ・ 小 郡 地 域

交 流 セ ン タ ー ▽ 「 街 づ くり の 森 」  ・ 末 永 光 正 さ ん ・
1 5日  （ 金 ）  午 後 ６ 時 〜 ８

時 ・ や ま ぐ ち 県 民 活 動 支援 セ ン タ ー （ 山 口 市 神 田町 １ ）　
③ 講 座 ＝ 「 森 の 学 校 〜

教 室 が 森 、 森 が 教 室 」  ・浅 川 亜 紀 さ ん と 南 月 う さぎ さ ん ・

3 0日  （ 土 ）  、

1 2月

１ 日  （ 日 ）  午 前

1 0時 〜 午 後

３ 時 （ 和 の 文 化 祭 ）  ・ 山口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ンタ ー ▽ 「 ス マ ホ ・ タ ブ レッ ト 講 座 」  ・ 熊 谷 龍 夫 さん ・

3 0日 （ 土 ） 午 前

1 0時

〜 正 午 ・ 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー　
④ イ ベ ン ト ＝ 「 ま ち の

音 楽 室 」  ・ 西 園 尚 司 さ ん ・
1 2月

2 1日  （ 土 ）  午 後 ７ 時 〜

９ 時

1 0分 ・ 山 口 市 菜 香 亭

（ 山 口 市 天 花 １ ） ▽ 「 こ
ど も と ア ー ト 〜 ア ー ト を通 し た 遊 び と 学 び 」  ・ 鈴木 啓 二 朗 さ ん ・

1 2月

1 4日

（ 土 ）  午 前

1 0時 〜

1 1時 半 ・

未 定　
⑤ 特 別 講 座 ＝ 「 ふ る さ

と 歴 史 講 座 〜 街 の す が たと 人 々 の 暮 ら し 」  ・ 小 田雅 彦 さ ん ・

1 2月

2 1日
　

（ 土 ）  午 後 ２ 時 〜 ３ 時 半 ・山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セン タ ー ▽ 「 日 本 酒 を 学 習し て た し な む 」  ・ 柏 木 享さ ん ・

2 5年 １ 月

2 5日

（ 土 ）  午 後 ６ 時 半 〜 ８ 時半 ・ 山 口 市 菜 香 亭　
申 し 込 み 方 法 な ど の 詳

細 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト（

https://ido
m.jp/

） を 参

照 の こ と 。 問 い 合 わ せ は同 事 務 局 （

０ ８ ０

－
５

２ ３ ８

－ ３ ３ ９ ８ ） へ 。

２  ０  ２  ５ 年 度 後 期 講 座 の 受 講 者 を 募 集
「 や ま ぐ ち 街 な か 大 学 」

山 口 市 が 「 デ コ 活 川 柳 コ ン テ ス ト 」

具 体 的 な 行 動 や 思 い を 短 文 に
　
山 口

市 は 、「 デ コ活 川 柳コ ン テス ト 」を実施 。

2 8

日

（ 木 ）  ま
で 作 品を 募 集し て いる 。　

昨 年
ま で の

～

2 8日

２ 年 間 は 「 Ｃ

クール

Ｏ Ｏ Ｌ

　

Ｃ
チョイス Ｈ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ 川 柳 コ ン テ

ス ト 」 と し て い た 取 り 組み 。 環 境 省 が 地 球 温 暖 化対 策 の た め に 推 進 す る 国民 運 動 が 「 Ｃ Ｏ Ｏ Ｌ

　
Ｃ

Ｈ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ 」 か ら 「 デ コ活 」 に 移 行 し た こ と を 受け て 、 同 市 も ３ 月 か ら 同様 に 移 行 し た 。　
デ コ 活 と は 「 脱 炭 素 に

つ な が る 新 し い 豊 か な 暮ら し を 創 る 国 民 運 動 」  。２ ０ ５ ０ 年 カ ー ボ ン ニ ュー ト ラ ル （ 脱 炭 素 社 会 ）及 び

3 0年 度 温 室 効 果 ガ ス

削 減 目 標 の 実 現 に 向 け 、国 民 ・ 消 費 者 の 脱 炭 素 に向 け た 行 動 変 容 や 、 ラ イフ ス タ イ ル の 変 革 を 促 そう と い う も の 。 二 酸 化 炭素 （ Ｃ Ｏ ２ ） を 減 ら す 、脱 炭 素 （ Ｄ ｅ ｃ ａ ｒ ｂ ｏｎ ｉ ｚ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ）  、 エ

コ （ Ｅ ｃ ｏ ）  、 活 動 ・ 生活 の 文 字 な ど を 組 み 合 わせ た 造 語 だ 。 デ ＝ 「 電 気も 省 エ ネ

　
断 熱 住 宅 （ 電

気 代 を お さ え る 断 熱 省 エネ 住 宅 に 住 む ）  」  、 コ ＝
「 こ だ わ る 楽 し さ

　
エ コ

グ ッ ズ （ Ｌ Ｅ Ｄ ・ 省 エ ネ家 電 な ど を 選 ぶ ）  」  、 カ ＝「 感 謝 の 心

　
食 べ 残 し ゼ

ロ （ 食 品 の 食 べ 切 り 、 食材 の 使 い 切 り ）  」  、 ツ ＝「 つ な が る オ フ ィ ス

　
テ

レ ワ ー ク （ ど こ で も つ なが れ ば 、 そ こ が 仕 事 場に ）  」 と 、 頭 文 字 か ら 具体 的 な 行 動 を 示 す 「 デ コ活 ア ク シ ョ ン 」 な ど 、 取り 組 み 方 の 指 針 も 示 さ れて い る 。　
応 募 作 品 は 、 デ コ 活 へ

の 具 体 的 な 行 動 や 思 い など を 、 ５ ・ ７ ・ ５ の 短 文に ま と め る 。　
応 募 資 格 は 、 山 口 市 在

住 ま た は 通 勤 ・ 通 学 し てい る 人 。 入 賞 者 に は 、 阿知 須 牛 な ど 山 口 市 の 特 産品 が プ レ ゼ ン ト さ れ る 。今 回 は 、 新 た に 小 学 生 以下 が 対 象 と な る 「 キ ッ ズ賞 」 も 設 け ら れ た 。　
審 査 員 に よ る １ 次 審 査

で 入 賞 候 補

2 0点 を 選 出 。

そ の

2 0点 を 対 象 に 一 般 参

加 の 投 票 を 実 施 し 、 審 査員 か ら の 意 見 も 加 え て 最終 結 果 が 決 ま る 。 入 賞 作品 は 、 同 市 中 心 商 店 街 でお 披 露 目 も さ れ る 。　
応 募 や 詳 細 は ウ ェ ブ サ

イ ト （ 二 次 元 コ ー ド から ） で 。 問 い 合 わ せ は 、運 営 を 担 当 す る コ ア （

☎

０ ８ ３

－

９ ３ ２

－

１ ３ ０

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

０ ） へ 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

下 道 一 範 さ ん  福 田 修 平 さ ん

 １ 行 記 事　 あ す １ ０ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 「 萌 え サ ミ ッ ト ２ ０ ２ ４ ｉ ｎ や ま ぐ ち 市 」 が 山 口 市 中 心 商 店 街 で 開 催 。 メ イ ン 会 場 は Ｎ ａ ｃ （ 山 口 市 中 市 町 ３ ） に 設 置 。

　
「 年 末 年 始 ま で に 知 っ

て お き た い 相 続 セ ミ ナー 」 が 、

1 6日  （ 土 ）  午 前

1 0

時 か ら 正 午 ま で 、 山 口 合同 ガ ス ひ ま わ り 館 （ 山 口市 大 内 千 坊 ４ ） で 開 か れる 。 聴 講 は 無 料 だ が 、 事前 の 申 し 込 み が 必 要 だ 。定 員 は

3 0人 で 、 主 催 は

「 や ま ぐ ち 幸 せ 相 続 計

画 」  （ 福 田 智 里 代 表 理事 ）  。 マ イ ル ー ム の 下 道一 範 社 長 と 、 や ま ぐ ち 中央 事 務 所 の 福 田 修 平 代 表司 法 書 士 が 講 師 を 務 める 。 サ ン デ ー 山 口 な ど 後援 。　
第 １ 部 で は 下 道 さ ん が

「 本 当 は 教 え た く な い 相続 不 動 産 の 活 用 方 法 」 につ い て 話 す 。 相 続 し た 不動 産 を ど う す る べ き か 、管 理 の 手 間 や 将 来 の 税 負担 が 心 配 な 人 に 向 け て 、最 適 な 活 用 方 法 や リ ス ク回 避 の ポ イ ン ト な ど を 、不 動 産 の プ ロ が わ か り やす く 説 明 す る 。　
第 ２ 部 で は 福 田 さ ん が

「 売 る こ と も 貸 す こ と も

難 し い 土 地 ・ 建 物 の 処分 」 の 演 題 で 講 演 。  「 負動 産 ＝ 持 っ て い る だ け でマ イ ナ ス に な る 財 産 」 の問 題 や 解 決 方 法 に つ い て解 説 し て く れ る 。　
続 く 第 ３ 部 に は 「 参 加

者 質 問 コ ー ナ ー 」 が 設 けら れ る 。　
申 し 込 み は 、 同 会 （

０ １ ２ ０

－

７ ５ ３

－

７ ９

３ ） へ 電 話 す る か 、 申 し込 み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コー ド か ら ） で 。　
参 加 者 に は 「 相 続 対

策 ・ 生 前 対 策 ガ イ ド ブ ッ

「 ２ ０ ２ ４ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞 「 ロ ン ギ ヌ ス の 槍 」
ロ ン ギ ヌ ス の 槍 が 常 盤 公 園 に 刺 さ っ た と の 事 。 学 校 帰 り に 見 学 。 子 供 3 人 の 笑 顔 と
パ ワ ー を ロ ン ギ ヌ ス の 槍 に 負 け じ と 青 空 へ 発 進 し ま し た 。

撮 影 者 ： 林 良 子 さ ん （ 宇 部 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 3 年 1 0 月 3 0 日 　 撮 影 場 所: 常 盤 公 園 （ 宇 部 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 4 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

不 動 産 の 活 用  ・  処 分 方 法 を ア ド  バ  イ  ス
「 や ま ぐ ち 幸 せ 相 続 計 画 」  が 無 料 セ ミ ナ ー
１ ６ 日

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

ク 」 も プレ ゼ ン トさ れ る 。

1 0 日 に は 「 大 殿 ふ る さ と ま つ り 」 の 会 場 に

「 も の づ く り 展 」 が ふ る さ と 伝 承 セ ン タ ー で
　
「体

感 ！

　
秋

の 伝 承 もの づ く り展 」 が 、山 口 ふ るさ と 伝 承総 合 セ ンタ ー （ 山口 市 下 竪小 路 ） で
2 4
　

日
　

（ 日 ）  ま で

開 催 中 。 山 口 の 伝 統 や もの づ く り を 月 替 わ り で 紹介 し て い る 「 マ ン ス リ ー企 画 」 の

1 1月 の 展 示 だ 。

　
同 セ ン タ ー で 開 か れ て

い る 「 も の づ く り 教 室 」の 受 講 生 や Ｏ Ｂ の 作 品 発表 会 。 陶 芸 （

2 1人 ・

3 4

点 ）  、 革 ろ う け つ 染 め レザ ー ク ラ フ ト （

2 2人 ・

3 5

点 ）  、 手 織 （

1 4人 ・

1 4
点 ）  、 和 裁 （

1 4人 ・

2 4

点 ）  、 ト ー ル ペ イ ン テ ィン グ ＆ メ タ ル エ ン ボ ッ シン グ ア ー ト （ ９ 人 ・

1 8

点 ）  、 パ ッ チ ワ ー ク と ちり め ん 細 工 （

2 4人 ・

5 2

点 ） の 作 品 が 、 ズ ラ リ と並 ん で い る 。　
ま た 、  「 大 殿 ふ る さ と

ま つ り 」 の 会 場 と な る あす

1 0日 に は 、 ５ 種 類 の ワ

ー ク シ ョ ッ プ が 開 か れる 。 事 前 予 約 が 望 ま し いが 、 空 き が あ れ ば 当 日 参加 も 可 能 だ 。 こ の 日 は 他に も 、  「 Ｖ Ｒ 体 験 」  「 湯 田温 泉 直 送 足 湯 」 な ど の イベ ン ト が あ る 。 さ ら に 、海 外 技 術 研 修 員 と し て 在席 し て い る 橋 本 愉 美 ラ リッ サ さ ん が プ ロ デ ュ ー スす る ブ ラ ジ リ ア ン ソ ー ス味 の ホ ッ ト ド ッ グ （ ３ ５０ 円 ） も 販 売 さ れ る 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ９ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


